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■このたびはサンボット石迪暖閒獲をお再いあばいただきまして、まことにありびとうござい索した。 
• お巧いになる前におずこの取扱お明■をよ（抗んでIストーブを家族をちで正しぐご使用（だ 
をし、。 

なお、この取扱脱明書は.巧班■■エ9說巧塞となに必ずな巧して<ださい。 

お客さまご自身による工事は危険です。据付け工事は販売店や専門業者にご依頼ください。 
(ストーブを移設させる場合も同じです。） 

•商品には保拉壽を姬讨しております。 

巧巧*はよりよいが员巧りやアフターサービスの向上に没なにはていただをまずので、お手 
巧ですび巧定 •》! のごお入をごぉ巧のラえ、おホ探阳■控えをお RU あばの曲秀ちにお巧し 
ぐださい。 
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上手に使って 
もっと便利に！ 


おめざめタイマー （18 ぺージ） 
お目覚めの時刻に、また来客時など 
あ5かじめお部屋を暖めておきたい 
ときにご使用ください。 

クイック微少 （17 ぺージ） 

微少燃焼がスイッチを1回巧ずだけ 
で設定できまず。 

ひかえめ運転 （17 ぺージ） 

春先や秋□など微少燃焼をつづけて 
いても部屋の温度があがりずぎてし 
まうときご使用ください。 


運転スイッチ「入」 

運転開始 （14 ぺージ) 
(点乂） 



運転スイッチ「切」 

運転停止 （15 ページ) 
(消乂） 
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ま全のために化ずお守り < ださい 


■ここに示した事勘ホ，么警告么注意に区分していまず。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が死 t 、 重傷を負 
う可能性、または乂災の可能性が想定される内容を示していまず。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が傷害を負う可能 
性や物的損害の発生が想定される内容を示していまず。 


■イラスト（まんびなど）の横にある記号は次のことを表していまず。 




禁止（してはいけないこと）を表していまず。 


OC 


指示（必ず実施していただくこと）を表していまず。 


A 


注意（気をつける必要びあること）を表していまず。 


么警告 （ WARNING) 


. ガソリン厳禁 

>ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 
乂災の原因になりまず。 


2. 給排気筒(管、ホース)外れ危険 

•給排気筒（管、ホース）び外れたまま 
使用しないでください。 < 

外れていると運輯中に排ガスが室内に j 
漏れて、を険でず。 


3-給排気筒トップ閱そくを険 

• 給排気筒トップの周りび雪でふさがれ 
たままで使用しないでください。ふさ 
がれているとさは、除雪して < ださい。 

閉そくしていると運輯中に排ガスが室 
内に漏れて、危険でず。 


屬) 
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4. 巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使用しないでくだ 
さい。 

巧類が落下して乂がつき、乂災の原因 
になりまず。 
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5. 温風吹出□をふさがない 

•衣類、紙などで温風吹出□や空気取入 
□をふさびないで<ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、乂災の原因 
になりまず。 



6. スプレー 宙厳禁 

•スプレー吿やカセットこんろ用ボンべ 
などを、ストーブの上や前に（周囲に） 
放置しないで < ださい。 

熱で生の圧力び上がり、爆発して危険 
でず。 



7. 定期点検の実施 

•定期の （2 年に1回程度）に点検•整 
備を受けてください。 

点検を受けずに長期間使用し続ける 
と、故障や事故の原因になりを険でず 。乙 
点検-整備はお買い求めの販売店や資 
格をのいる店に依頼してください。 



8. ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

•お客さまご自身による工事は危険でず。 

据付け工事は販売店や専門業をにご依 
頼ください。 

(ストーブを移設させる場合ち同じでず。） 
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么注意 (CAUTION) 


I . 力ーテン、可燃物近接禁止 

•カーテンや燃えやずいものを近づけないで 
<ださい。 

乂災び発生ずるおそれがありまず。可燃物_ 
との離隔距離については標準据付け例 （3 己 
ページ）を参照してください。 



/ / 
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2. 給油時消火 

• 乂災のおそれびありまずので、，給油 
は、必ず消乂し、乂の気のないとこ 
ろで行ってください。 



〇 


3. 異常時使用禁止 

•万一異常を感じたときは、使用しないで 
<ださい。 

異常I燃焼のおそれびありまず。 



0 


4. 変質灯油禁止 

•変質な油（持ち越した'灯油など）、不純'灯油（ミちれた'灯油、水の混 
じっている'灯油など）を使用しないでください。 

異常Iよ然焼のおそれびありまず。 


0 


5. 温風に直接あたらない 

• 温風に直接長時間あた5ないでください。 
低温やけどや脱水症状になるおそれがあ 
りまず。 



0 


6. 高温部接触禁止 

•燃焼中や消乂直後は、高温部（前ガード 
など）、排気筒（給排気筒トップ）に手な 
どふれないで < ださい。 

やけどのおそれがありまず。 



(B 


お使いになる前に 


3 















































7. 指や異物を入れない 

•ガード内や空気取入□などに指や異物を入れないでください。 
けがや乂災のおそれびありまず。 


0 


8-腰をかけたり物をのせない 

• ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。 

ストーブの故障ややけどのおそれびありまず。 

•ストーブの上に巧びんや水を入れたものなどを置かないでください。 
水がかかると漏電や故障のおそれびありまず。 


0 


9. 分解修理の禁止 



•故障、破損した5、使用しないで 

f 1 尸 

<ださい。 

不完全な修理は、危険でず。 

柄 

妙 （^) 

\ _ 
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10. 改造使用の禁止 

• 改造して使用しないでください。 
また、ストーブや排気筒には巧暖 
房用の熱交換器などを取り付けな 
いで < ださい。 

乂災や排ガスが室内に漏れる原因 
となり危険でず。 





11. 給排気筒付近の可燃物近接禁止 

• 給排気筒トツプのお<に、'灯油や可燃物 
など引乂のおそれのあるちのを置かない 
で < ださい。 

乂災のおそれがありまず。 














































13. 電源プラグは確実に差し込む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し 
込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使 
用しないで < ださい。） 

乂災の原因になりまず。 

• めれた手での巧き差しはしないでください。 
感電の原因になりまず。 



〇 


14. 長期間使用しないときは 
電源プラグを抜< 

•長期間使用しないときは、電源プラグを 
巧いてください。 

乂災や予想しない事故の原因になりまず。 



處 


15. 電源プラグのお手入れをずる 

•ときどきは電源プラグを抜き、ほこり 
(及び金属物）を除去してください。 
(ほこりがたまると湿気などで絶縁不 
良になり）义災の原因になりまず。 



〇 


16. 油漏れ確認 

♦油タンク-ゴム製送油管-接続部および 
ストーブなどから'灯油漏れびないことを 
確認の上ご使用ください。 

'灯油び漏れていると乂災のおそれがありまず。 



3ム製送油管 
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送油ホースバンド 


お願い （NOnCE) 


1. な油の廃棄 

• '灯油の廃棄処分は、'灯油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


^2. ストーブは居室用につく 5れておりまずので巧類乾燥室、植物の' 

温室、ぺット等の飼育室などでは絶巧に使用しないでください。 
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使用ずる場所 


ストーブを安全に使用ずるためには、場所の選定が大切でず。 

場所の選定は r 据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 
(35 ページ参照） 


■巧の場所では使用しないでください。 

乂災や予想しない事故の原因になりまず。 

(1) 水平でない場所、不安定な場所 
( a 不安定な物をのせた棚などの下 

(3) 可燃性ガスの発生ずる場所またはたまる場所 

(4) 付近に燃えやずいものびある場所 

(5) P 皆段、避難口などの付近で避難の支障となる場所 

(6) 温室、飼育室など人のいない場所 

(7) 標高1 .200 m liLb の高地 

V_ J 


効果のに使用ずるために 


♦冷たい外気に接ずる窓ぎわや壁側に据 
付けると、冷気び暖め5れて対流しま 
ずので効果的でず。 

•ス I -ーブ前方に障害物びあると、部屋 
の温度にむ！5びできる原因になりまず。 


V_ y 
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る部のなまス 



過熱防止装置 

室温センサー 

燃焼用送風機 
対流用送風機 

対流用送風機ガード 


L 形排気継手 
背面 カバー 


給排気筒 

給気 ホース 


3ム製送油管接続 □ 
排気筒外れ検知コード 


電源プラグ 
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表巧 SB • 操作部のなまえとはた6を 


お 

使 

い 

に 
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る 
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操作パネル 


ひかえめ運転スイツチ (17 ページ 参照） 


•押すとひかえめ運転します。 

•ちラー度押ずと解除されまず。 




ひかえめランプ（レッド） 


•ひかえめ運転中に点灯します。 



微少ランプ（レッド） 

• 微少スイッチを押すと点灯します。 


微少スイツチ。フぺージ参照） 


•押ずと微少燃焼になります。 

•ちラー度押すとちとの燃焼になり 
ます。 



手動ランプ（レッド） 


• 手動運転中に点灯します。 



設定スイッチ （16 ページ参照) 


•このつまみで室温（または火力）の設定と時刻の設定びでさまず。 

•デジタル表示内容によって左ちのスイッチの機能び変わります。 

(温度表示ランプ点灯中）-設定室温、乂力の上げ下げびおこなえます。「12」〜 

「32」むまたは Lo 、 P 1、 P 2 …… Hi の範囲内で 
選んでください。 

(タイマー設定ランプ点灯中）左のスイッチは「時間」を設定し、ちのスイッチは 

(時計合わせランプ点灯中）-「分」を設定します。0または®スイッチを1回 

押すごとに]時間 （1 分間）づつ進みます。押しつ 
づけると連続して進みます。（回または逐；スイッ 
チで遅らせることもできます。） 
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-手動 

現在室温設定室温 

午前 

午後 




室溫調節•分 



〇温度表术 
〇タイ7—設定 
〇時計台わせ 


戸 


操作の誓 






タイ 7- 






タイマー点火スイツチ (18 ぺ-ジ参照) 


>押すとタイマー点火予約になります。 
>ちラー度押ずと解除されます。 


運転ランプ（レッド） 


>運転中に点灯します。 


運乾スイッチ （14 ページ参照） 


>押すと運転(点乂）します。 

>もラー度押すと消火します。 


デジタル表示部 


* 操作切替スイッチを押すことによ 
り表示内容び変わります。 

>通常運転時は、室温の表示または 
時刻の表示をします。 

(温度表示点灯） 

ちは設定室温または乂力表示 
をします。 

左は現在室温を表示します。 
(タイマー設定点灯） 

時刻を表示します。 

(時計合わせ点灯） 

時刻を表示します。 

* 異常時は異常内容をモニター表示 
します。 


操作切替スイッチ (18 ページ参照) 


>デジタル表示の切替えをします。 
> r 温度表示」-*^「タイマー設定」-*^ 
r 時計合わせ」と表示モードを切 
替えまず。 


タイマー設定ランプ（レッド） 


I タイマー点乂予約中に点灯します。 


お使いになる前に 
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使用前の準備 


燃料 


>燃料は、巧油 （ JIS 1 号な油）を必ず使用してください。 

>変質な油、巧れた油、水の混じっているな油などは絶対に使用しないで<ださい。 
な油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温及び直射日光を避けた場所に保管してください。 
>不透明な容器に入れて保管して < ださい。 

>灯油専用の容器を使用してください。 

ガソ IJ ンなどといっしよに保管しないでく 
ださい。 



変質'灯油-不純'灯油とは 


座質な油） 

特に変質のひどいちのは、黄色巧をお 
びたり、すっぱいにおいびします。 
•ちいな油（ひと夏持ち越した'灯油） 

• 長期間曰あたりびよい場所に保管し 
たな油。 

• 長期間温度び高い場所に保管したな 
油。 

•特に容器の而たびあけてあったり、 
白いポ U 容器で保管したな油。 


巧純なミか 

>灯油外の油（ガソ U ン、シンナー、 
天ぷら油、機械油、重油など）びほ 
んの少しでち混入したな油。 

>水や、ごみび混入した灯油。 

>燃料節約剤や防臭剤などのな油添加 
剤び混入した灯油。 


変質な油や不純な油を使用ずると 

処置のしかた 

不良好油（変質な油*不純な油）を使用しまずと、 
気化器内にタールびたまり、着火ミス、異常燃 
焼や、途中消火など、故障の原因となります。 

ヴービスを依頼してください。 

水の混入した巧油を使用するとな油び流れなく 
なったり、途中で消乂したりして燃焼しません。 

ヴービスを依頼してください。 

ガソリン、シンナーなど揮発性の高いものを使 
うと火災の原因になりまず。 

ヴービスを依頼してください。 

J 


ま意：変質な油や不純な油による故障は、保証期間内でも修理げをご負担いただく 
ことになりまず。 


お使いになる前に 
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給油のしかた 


給油の際の手順と注意 

• 給油□のろ網は必ず使用してください。 
•給油ポンプを使用して給油し、油量計び 
「満」になったらやめて < ださい。 

• 給油□店\たは確実にしめてください。 
•給油□の空気穴は而さびないでください。 
•こ ぼれたな油はよく さとつてください。 



燃料切れの注意と空気抜きの方法 

油タンクは空にしないよラにを意してください。油タンク内の油びなくなって 
から給油しますと、送油経路内に空気び入り正常に送油びでさな<なることび 
あります。このよラな場合は次の手順で空気抜さをしてください。 

1. 油タンクに給油します。 

2. 送油コックを閉じます。 

3. 油を受ける容器を用意します。 

ス I -ーブのゴム製送油管接続□からゴム製 
送油管をはずし、容器で受けます。 

4. 送油コックを開さます。 

己.ゴム製送油管から油び連続して流れ出るこ 

とを確認してから、ゴム製送油管を元通り 
ス I -ーブに取付けます。 

また、油切れおよび途中消火の発生する原因として次のよラな場合も考えられます。 

① 配管の不備。 

② ゴムホースの折れによる油供給の不具合。 

①〜③び原因と思われる場合には、お買い求めの販売店等にご相談ください。 

V _ ノ 



メモ 

•油切れを起こした時や給油後の点乂の際、一時的に大さく赤い炎び出まずび空 
気び入っていたためで異常ではありません。 


お使いになる前に 
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点乂前の準備と確認 


1. 設置場所の確認 

水平で丈夫な床面に設置して < ださい。 

水平でないと不完全燃焼したり、安全装置び動作して点火しないことびあり 
まず。 

2. 定油面器のリセット 

定油面器の U セットボタン（ホ）を軽く 2〜 

3回押し下げてください。手を離すと元の 
位置に戻ります。 

( U セットボタンは据付け時やシーズン初 
めに操作すれば通常使用では再操作の必 
要はありません。） 

注意 

♦ リセットボタンは日秒じ(上押したままのげ態にしたり、何回も押し下げたり、 
乱暴に扱わないでください。又カラーをはずして押さないでください。油漏 
れやホ乂など異常燃焼の原因となりまず。 



3. 油漏れの確認 

油タンクおよびス I -ーブ各部に油漏れのな 
いことを確認してください。 

注意 

•万一油漏れのとをは点乂操作せず、お買い 
上げの販売店にご相談ください。 

4. ミ原 

電源プラグは必ず正しく配線されたコンセ 
ント（単相100V)に確実に差込んでくだ 
さい。同一屋内配線回路巧でたこ足配線、 
同時に2台や電気ドライヤ、電子レンジ 
など消費電力の大をい商品と一緒の使用は 
避けてください。ブレーカーび落ちる可能 
性びありまず。 

電源コードを排気筒に巻さつけたり、排気 
筒などの高温部に触れないよラに注意して 
<ださい。 




お使いになる前に 
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使いかた 


点乂-消乂のしかた 


■点火順序 

①油タンクのコックレノ く一を開<。 



⑥運転スイッチを押して「入」にずる。 

運転ランプび点灯し、デジタル表示部に「現在室温」および「設定室温」 
(または火力）び表示されます。 


自動的に予熱を開始し、約100秒で 
着火しその後、約]分で設定された燃焼 
になります。 


■炎の状態 


大燃焼 


ホ紫色の炎 


微少燃焼 




使 

い 

か 

た 


大燃焼時の炎の状態でず。 

•燃焼中赤い横線が見えます 
び点乂プラグとフレームセ 
ンヴーび赤熱してし" i るため 
で異常ではありません。 

•点乂後しばら<黄色みが 
かった炎やピンク色の炎の 
湿じることがあります。空気 
中のほこり等によるもので 
す。また燃焼中瞬間的にホ 
い炎び出ることがあります 
び、油配管中の空気による 
わので異常ではありません。 


微少燃焼時は条件により変化します。 

左側は空気量の割合び多めの時、ノ（ーナーび一部 
ホ熱するためホ紫色の炎になりまず。耐熱材料を 
使用しているため、性能品質には異常ありません。 
ち側は空気量の割合び少なめの時、青い炎となり 
ます。 
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使 

い 

か 
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メモ 

•電源プラグを差し込んで初めて使用ずるときは全てのランプび点滅ずるが態 
となっていまず。このときは運転スイッチを「切」にしてか!5、再度運転ス 
イッチを「入」にしてください。ここで巧めて点乂となりまず。 

•巧]めて使用ずるとき赤い大きな乂びガラス越しに映りまずび、送油管巧の空 
気び抜ける現象でずので異常ではありません。 

•運転操作をして、1回で点乂しない場台びありまず。この場合自動的に点乂 
を3回繰り返しまず。それでち点乂しない場合、 E01 び表示されまず。 

灼■油コック、リセットボタンを確認後、再度運転操作を巧ってください。 

•点乂時に「ジー」という音び出まず。これは点乂のスパークの音で異常では 
ありません。 

•ス1-ーブの据付けや給排気筒の設置条件で、炎び微妙な変化をしまず。青い 
炎の中に多少の黄色い炎び混じってち異常ではありません。 

• 巧]めて使用ずる時、塗料び焼けるため煙がでまずび異常ではありません。 

■消义順序 

①運転スイッチを押して「切」にずる。 

運転ランプび消灯し消火します。消火中 
は「現在室温」及び「設定室温」（また 
は火力）は消なします。 

燃焼用送風機は燃焼室び冷えると自動的に 
停止します。 

⑥油タンクのコックレバーを閉じまず。 



V 


【注意】 

•外出ずるときは、必ず消乂してください。 

•長期間留守にずるときは、必ず電源を切ってください。（電源プラグを抜く） 


ノ 

































室温調節のしかた 


■自動運転の場合 


■室温センサーで室温を検知し、自動的に^ 

. 設定室温に保つよラに燃焼します。 . 

あらかじめ2日でにセットされています。お好みの温度に変えるとさ設定スイ 
ッチで調節しまず。12〜32での室温設定びでさます。 

①「設定室温」の表示部を見なびら室温調節スイッチ 
でお好みの温度に設定してください。 

•点滅のあとお好みの温度び表示されセットは完 
了です。 

メモ 

• r 現在室温」はストーブ背面の室温センサー部の温度で、部屋の 
温度計とは必ずしち一致しません。また室温の変化時に数字が 
に2ぉ> 23) のように行き来する場合がありますが異常ではありません。 

• 外気温が高いとをや部屋が狭い場合、お好みの温度より室温が 
上がることがあります。このときは、ひかえめ運転の設定をさ 
れると使い勝手が良くなります。 （17 ページ参照） 

• 設置の状況により実際の室温と表示温度が一致しない場合があ 
ります。この様なときは、製品背面にある室温センサーを取り 
外し、付近の壁などに移動し、附属のねじで固定してください。 

〈特にビルトイン設置をする時は室温センサーを室内の方へ移動させてください。〉 

■手動運転の場合 

自動運転よりを手動運転で火力調節を行いたいとさ切替えを行ってください。 

①表示部の r 設定室温」を見なび！5、室温調節の®ス 
イッチを押し続けてください。 

•温度の数字に9」「30」……の表示び FLoJ 「 P 1」 



•温度表示操作切誓 
〇タイ7—設定 
〇時計台わせ 


「 PS 」 ……という表示になります。 

手動になると手動ランプ（ホ色）び点灯しまず。 



•火力は11段階で調節でさます。 FLoj び微少 rp 1 
〜 P 4」 びル、 「 P 己」〜 rP 9」 び中、 「 HU び大と 
い5目安です。 

•点滅のあと FLoj 「 pi 」 rP 2 j …… rP 9 j 「 HU な 
どのお好みの火力び表示され、セットは完了です。 

※手動運転か！5自動運転に戻ず場合は室温調節の®スイッチを押し続けてくだ 
さい。温度表示に戻り、手動ランプび消巧し、自動運転となりまず。 


隐意】 

•運転中「コトコト」音びずることびありますび、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
•現在室温表示は己 °C 未満の場合は「/_ 〇」、35で1；|上の場合は r,s' ,」を表示しまず。 
•乂力を大きく切替える際に、「ブーン」と音びずることびありまずび、モーターの 
運転音で異常ではありません。 


使 

い 

か 

た 
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微少燃焼にワンタツチ切皆••クイツク微少 


使 

い 

か 

た 


ワンタッチで微少運転したいとさお使いください。 

①微少スイッチを押ず。 

微少ランプび点灯し、微少運転になります。 

設定室温表示は 「L 〇」に変わります。 

解除ずるには 

•わラー度微少スイッチを押す。 

微少ランプび消なし、元の表示に戻ります。 



秋□•春先に自動の点消乂機能…ひかえめ運転 


自動の室温調節に加えて、暑くなったとさの消乂ち自動で行いたいとさお使い 
<ださい。 

①ひかえめ運転スイツチを押ず。 

ひかえめランプび点なします。 

•現在室温び設定室温より約3で高<なった 
とさ自動的に消火し、設定の温度まで下びると再 
度運転を開始しまず。 

解除ずるには 

•ちラー度ひかえめスイツチを押ず。 

ひかえめランプび消なしまず。 

メモ 

• ひかえめ運転は手動運転中、手動運転中にクイツク微少を押したが態では受 
け付けません。 

• ひかえめ運転は消乂-点乂をくり返ずため、通常運転に比べ消費電力び大き 
くなることびありまず。 

•この運乾では室温をさばることは出来ません。 

• 消火温度は若干バラツキびありまず。 
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現在時刻の含ねせかた 


•運転「入」「切」どちらの状態からでち現在時刻の 
セットびでさます。 

•タイマーをご使用になる前に現在時刻のセットを 
行ってください。 

① 操作切替スイッチを押ず。 

スイッチを押ず毎に r 温度表示」^ r タイマー設定」 
- 「時計合わせ」の順にランプび移動しますので 
「時計合わせ」にさたら止めてください。 

⑥ 時-分スイッチを押し時刻を合わせる。 

「時」-「分」スイッチとも]回押すごとに]づつ 
増減します。押し続けると連続して増減します。 

•コ□ンランプ「：」び点滅してセットは完了です。 


時 室温調節•分 



〇温度表示操作切替 
〇タイ7—設定 
•時計台わせ 



参運転入/の 



^胃 S 現を室温設定室温 

% //7教/7 


室温調節•分 



〇温度表示操作の誓 
〇タイ7—設定 
参時計合わせ 


タイ 7- 


使 

い 

か 

た 


タイマー運転のしかた 


•現在時刻合わせを行ってからタイマーをご使用く 

時 ま溫調節•ガ 

A 

ださい。 

① 操作切替スイツチを押ず。 

スイツチを押す毎に r 時計合わせ」^ r 温度表示」^ 

的細 


「タイマー設定」の順にランプび移動しまずので 

〇温度表示操作切誓 
參 タイマー設定 ff ^ 11 


「タイマー設定」にきたら止めてください。 

〇時計合わせ II (( XJI 

((タィマ \ 

\ 

1 



1 
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使 

い 

か 
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⑥時-分スイッチを押し時刻を合わせる。 

「時」-「分」スイッチとも]回押すごとに]づつ 
増減します。押し続けると連続して増減します。 


③運乾スイッチを押し「入」にずる。 

(運転中は③の操作は必要ありません。） 




④タイマースイツチを押ず。 

タイマーランプび点灯し、運転ランプび5秒間点 
滅後消灯し、セットは完了です。 


解除ずるには 

運転スイツチを押し「切」にするかタイマースイツ 
チを押す。タイマーランプび消灯しセットび解除 
されます。 


メモ 


•運転中にタイマースイッチを押ずと、消乂して夕 
イマー予約になりまず。 

• タイマー時刻は一度設定しておけばタイマースイ 
ッチを押ずだけで同じ時刻に動作しまず。 

• タイマー予約をした後停電や巧震自動消乂装置の 



まず。 



注意 

•タイマー運転では特に給排気筒トップの周りび雪でふさびれていないか、 
ストーブ周囲に可燃物びないか注意してください。 
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停電時の注意 


>燃焼中停電になったり、電源び断たれたりすると燃料び止まり、自動消火 
します。 

>停電時に燃焼させることはでさません。 


■ 再ミ南電後の占乂 

燃焼中に停電びあり、その後再通電されたとさ 
は、全てのランプび点滅する状態になりまず。 


①運転スイッチを押し「切」にしまず。 



⑥運転スイッチを押し「入」にしまず。 

運転ランプび点なし燃焼を開始します。 




歌現在き温設定き温 




時 室温調節•分 



三争福度表示操作の誓 

ミ禾タイマ-設定-^ 

ま計合わせ1_ 


タイ 7- 


【注意】 

♦巧]めて使用するときやシーズン初めで、初めて通電させたときは、全て 
のランプが点滅します。その場合でら上記①、⑥の操作で点乂してくだ 
さい。 _ 

•排気筒外れ検知コードび接続されていないときは",5 '1'a" び点巧しまず。 

(給排気筒の工事方法とその注意の49ページを参照してください。） 
♦運転中に停電になると本体び熱くなりまずので、やけどに注意してくだ 
さい。 


使 

い 

か 
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使用上のミ主意 


ス I -ーブは居室専用につくられております 
ので乾燥室、温室、飼育室などでは絶対に 
使用しないでください。火災になる恐れび 
あ0ます。 

_ V_ J 

使 
い 
か 
た 


電源プラグ巧差し注意 

•運転中に電源プラグを絶対に抜かないでください。（対流用送風機び停止し、 
操作部び高温になり、故障の原因となります。） 

•雷び発生したら電源プラグをコンセントから抜いてください。（この器具は雷 
に対するち全回路をそなえていますび、雷の条件によっては器具び故障する 
ことびあります。） 

•長期間留守にするとさや、シーズンオフ時には、必ず電源プラグを抜いてお 
いて < ださい。 

V_ J 



初期使用時、シーズン初期使用時の注意 

• 36ページの試運転の項を参考にして確認および操作をしてください。 

V_ J 


純正部品をお使いください 

給排気筒部品などは必ずサンポット純正の部品をお使い<ださい。純正でない 
部品を使用の場合には、本体の機能び損なわれたり、事故や故障の原因となり 

まず。また、保証期間巧であってち本体の保証び受けられません。各部品の工事、 

取扱方法はそれぞれの説明書をご覧<ださい。 

V_ J 


使用雰囲気の注意 

• フ□ンガスや塩素系有機溶剤を使用される雰囲気では、腐食性ガスの発生に 
よりガラスなどを傷め、金属びさびたり、健康を害ずる場合びありますので、 
十分注意してください。 

V_ J 
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巧面の変色に注意 

•ほこりやタバコの煙などにより、本体下面や周辺の床面、畳、カーペットな 
どび変色することびあります。 

また、熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用しますと、熱でそり返えっ 
たり、フ□一 IJ ングのつやび消えることびありますので熱に強いマットなど 
をしいて < ださい。 

\_ J 


結露水の処理 

•排気管に結露水びたまった場合は、お買い求めの販売店に点検を依頼して< 
ださい。 

• 給排気筒の先端より結露水びたれることびありますび異常ではありません。 

\_ J 


その他の注意 

•初めてご使用になるとさや、シーズン初めに使用する場合は、給油してから 
数分間放置し、定油面器に灯油をためてから点火操作を行って<ださい。 

• 初めてお使いになるとさは、安全装置び「点火前の準備と確認」 （1 3ページ）を 
した状態になっているか確かめてください。 

• 初めて使用する場合、青い炎の中に多少の黄色い炎び混じることびあります。 

これはノ（ーナーの加工時の油等び原因しています。 

• 長期間使用しまずと、ガラス内部に白い物質び付着ずることびありまず。 
これはな油成分中の硫黄分び付着ずるためで、ガラスの耐义性は問題ありま 
せん。（有料にて交換ずることびでさまず。） 

V_ J 


使 

い 

か 
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曰常の点巧-手入れ 


点検、手入れは必ずス I ブび冷えてか!5、電源プラグをコンセントか5抜いて 
巧ってください。 


点検手入れのときのま意 


次のことは絶巧に巧わないでください。 

• 対震自動消火装置の取りはずしや分解。 

• 電磁ポンプの分解や調整。 

• ノ（ーナーの取りはずしや分解。 

•電装部品の調整、取りはずしや分解。 

• 定油面器の分解や調整。 

- J 


使うたびに 


1 . 周囲の可燃物 

ス I -ーブの周囲に、燃えやずいちのびないか常にを意してください。 

2. 油漏れ、油のたまり、油のにじみ 

油タンク及び送油管の接続部から、油漏れや油のにじみびないか、また置台 

の周辺に油のたまりびないか点検してください。油漏れびあった場合は、接 
続部をしっかり締付けてください。 

V _ J 


お手入れ•その他 
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2 回 


.ほこり、巧れの掃除 

>外板、前面パネルの巧れは、やわらかい布で店\いてください。特に巧れのひど 
いときは、水でラずめた中性洗剤を布につけて而き、充分からぶきしてくださし^。 
>置台の上にたまったごみやほこりは、掃除機などで掃除してください。 


2. 巧流用送風機ガードの掃除 

•ス I -ーブ背面の対流用送風機ガードにごみや 
ほこりび付着しますと、暖房能力の低下や過 
熱の原因になります。 

• 1週間に]度は、対流用送風機ガードにほこ 
りび付着しているか点検してください。ごみ 
やほこりび付着しているとさは、ス I -ーブの 
運転を停止してから、対流用送風機ガードを 
外して掃除するか、掃除機などでごみやほこ 
りを取り除いてください。 

•水洗いや、ぞうさんなどでのさとり掃除は 
行わないでください。 



お手入れ•その他 
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ri シーズンに 1 〜 2 回 


1 . 給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周囲 

•異物び入って いない か、給排気筒の接続部の外れ、ゆるみ、腐食、固定の 
状態や周囲に危険なちのはないか点検してください。 

• 給排気筒及び排気管びしっかり接続されていない場合には、排気筒外れ検 
知装置により消火し、デジタル表示部へ " f f イ G " を表示します。 

2. ゴム製送油管 

•ゴム製送油管にひび割れび生じていないか点検します。 

•ゴム製送油管は経年変化しますので3年に1度新しい物に交換してくださ 
し、 

♦交換はお買い求めの販売店に依頼、又は最寄りのサンポット支店-営業所 
にご相談ください。 

3-油タンク 

油タンク内には水やごみびたまりやすいちのです。給油の際、点検し次の 
要領で手入れをしてください。 

♦油タンク内に水やごみびたまっていないか点検します。 

•油タンク内の水抜さ、ストレーナ（ろ網）の掃除は、油タンク附属の取扱 
説明書にしたびって行ってください。 


V_ y 
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巧障-異常の見分け方と処置方法 


デジタ j レ表示部へ次のモこター表示びされたら、原因を取り除いて使用してください。 


^ 表 示 

原因（安全装置） 

処置 方法 ^ 

8888 

停電びあった。 

(停電安全装置） 

運転スイッチを押し「入」から「切」に 
する。 

E 1 1 

運転中、室温び異常高 
温になった。 

自動的に微少燃焼にな 
ります。 

換気をして室温を下げる。室温び下び 
ると自動的に解除されます。 

E 1? [} 

本体内部び過熱した。 
対流用送風機ガードの 
ほこりつまり。 

燃焼中に停電びあった。 

(過熱防止装置） 

対流用送風機び停止してから、ガード 
の掃除をする。 （24 ページ参照） 

掃除び終わったら、運転スイッチを押 
し r 切」にする。 

再度 "り U " び表示された場合は、 
ヴービスを依頼してください。 

EE'EI 

地震や強い振動、衝撃 
を受けた。 

(対震自動消乂装置） 

地震によって作動した場合、周囲の可 
燃物、機器の損傷、油漏れ、給排気筒 
の外れなどの異常びないことを確認し、 
運転スイッチを入れなおす。 

EHD 

V 

排気筒び外れた。 

(この機種には排気筒 
外れ検知装置びついて 
いまず。） 

排気筒の外れを直してから運転スイッ 
チを押し「切」にする。 

また、給排気筒へのコードの固定び不 
完全な場合ち考えられまず。しっかり 
固定してください。 （51 ページ参照） 

J 


異常燃焼 


異常燃焼を長時間続けますと、バーナー部など 
にカーボンび付着し、故障の原因となりまずの 
でヴービスを依頼してください。 


モニター 表示 


お手入れ•その他 
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デジタル表示部へ次のモこター表示びされたら、本体に異常びあります。 

部品交換び必要な場合はサービスを依頼し、 モこ ター表示の内容を伝えて<ださい。 


^表 示 

原因（安全装置） 

•原因 〇 処置 1 

n i I 

U U- 

ストーブにな油び来て 
いない。 

(この機種には油切れ 
検知装置びついていま 
ず。） 

♦定油面器に灯油びない。 

〇油タンクへ給油する。（ I 日ぺージ参照） 

〇油タンクのコックレノ（一を確認する。 

( I 4ページ参照） 

〇定油面器の U セットボタンを押ず。 

( I 3ページ参照） 

〇運転スイッチを押し「切」にずる。 

〇再度運転スイッチを押し「入」にして 
再点火する。（ I 4ページ参照） 

C n i 

しし , i 

着火ミスした。 

(点乂安全装置） 

•定油面器に水びたまっている。 

〇運転スイッチを押し「切」にする。 

〇再度運転スイッチを押し「入」にして 
再点火する。（ I 4ページ参照） 

♦ 

再度",5 U " び表示された場合は電 
磁ポンプの故障等び考えられます。 
ヴービスを依頼してください。 

E 。 ? 

異常燃焼した。 

送油経路内に空気び混 
入した。 

• 給排気筒の先端び而さびれている。 

〇障害物を取り除く。 （25 ページ参照） 

♦ 

上記に原因びない場合は、再点火を 
行ってくださし、再度" f ん f " び表示さ 
れた場合はヴービスを依頼してください。 

EOEI 

燃焼中消火した。 

(燃焼制御装置） 

•定油面器に水びたまっている。 

〇再度運転スイッチを押し「入」にして 
再点火ずる。 

♦ 

再度",5 U 5'" び表示された場合は油 
面センサーの故障等び考えられまず。 
ヴービスを依頼してください。 

C n n 

しし ,/ 

炎有り検知した。 

• フレームセンサー短絡 
〇ヴービスを依頼して < ださい。 

J 
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デジタル表示部へ次のモこター表示びされたら、本体に異常びあります。 
サービスを依頼し、モこター表示の内容を伝えてください。 


^表 示 

原因（安全装置） 

•原因 〇 処置 1 


運転中に室温センサー 
び断線した。 

自動的に微少燃焼にな 
ります。（自動運転時） 

〇ヴービスを依頼してください。 

E \3 

給気温センサーび短絡 
した。 

〇ヴービスを依頼してください。 

E 1 し 1 

給気温センサーび断線 
した。 

〇ヴービスを依頼してください。 

り ! 

気イヒ器ヴー5スタび短 
絡した。 

〇ヴービスを依頼してください。 

E3E 

運転中に気化器ヴー5 
スタび断線した。 

〇ヴービスを依頼してください。 

E 3 し ! 

予熱時、気化器ヴー5 
スタび一定の温度に達 
しなかった。 

• 気化器ヴー5スタ断線 
•気化器ヒータ故障 
〇ヴービスを依頼してください。 

E5 1 

ES3 

燃焼用送風機び動作し 
な < なった。 

•燃焼用送風機の故障 
〇ヴービスを依頼してください。 

•電源基板の故障 
〇ヴービスを依頼してください。 

15 弓 1:1 

V 

ノ V —ネスび不接続 

•操作部の八ーネス抜け 
〇ヴービスを依頼して < ださい。 

J 
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修理を依頼をれる前に 


修理-サービスを依頼されるまえに次の表に従ってちラー度お確かめください。 
◎印を先に点検してください。 


現 象 

原因 \ 

点フ 
乂ン 
操プ 
作び 
を点 
し灯 
てし 
ちな 
運い 
転 

点 

乂 

し 

な 

し^ 

炎 

び 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

し^ 

窓 

び 

< 

ち 

る 

■Vr 

暮 

た 

て 

燃 

元 

る 

に 

お 

し^ 

び 

ず 

る 

油 

が 

漏 

れ 

る 

途 

中 

で 

消 

乂 

ず 

る 

処置方法 

病 

日召 

る 

ぺ 

1 

ジ 

油タンクに燃料びない。 


◎ 






◎ 

給油ずる。 

12 

油タンク、定油面器に水び 

入った。 


◎ 

〇 





〇 

消乂操作をしてから水を抜く。 

25 

油タンクのコックレバーび開 

じている。 


◎ 







コックレバーを開く。 

14 

ゴム製送油管に空気だまり。 


◎ 

〇 






油タンク、ゴム製送油管を持ち上げ、振つ 
てみる。凸部は平らにする。 

12 

電源び切れている。 

◎ 

〇 







電源を入れる。 

13 

気化器ヒーターの断線。 


〇 







販売店に依頼して交換する。 

32 

油配管の締付けび不完全。 






〇 

〇 


販売店に依頼して修理する。 

34 

定油面器の故障。 


〇 







販売店に依頼して修理する。 

32 

定油面器の安全装置び作動し 

た。 


〇 







U セットボタンを押ず。 

13 

自動運転で設定室温び低すぎ 
る。手動運転で火力びルさい。 



◎ 






設定室温を上げる。 

設定火力を上げる。 

16 

ひかえめスイッチび押されてい 

る。 








〇 

ひかえめ運転を解除する。 

17 

高地で使用している。 




〇 





高地用の空気量設定を行ラ。 

4巳 

給気ホース、排気管を限度!;^ 
上に延長している。 




〇 

〇 




正し <取付け直ず。 

52 

給気ホース、排気管の接続び 

不完全。 






〇 



正し <取付け直す。 

48 

上記外。 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

サービスを依頼ず る。 

34J 


■点検の結果、機器の原因に基づく異常の場合は、そのままにし、直ちに販売店等に 
連絡してください。 
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次のよラな場合は故障ではありません。 



現 象 

原 因 1 


運転開始時および停止時 

•熱交換器や y (—ナ部の膨張収縮音です。 


に、 r ピチピチ」音がする。 

異常ではありません。 


運乾開始時および停止後に、 

♦本体び熱により膨張、収縮するためです。 

運 

r ボコン」という音びする。 



燃焼開始後、炎が赤乂に 

•点火を確実にするためで、1日〜20秒位で正常 

転 

なる。 

になります。 

すぐ点乂しない。 

•石油ガス化ち式のため予熱時間び約1分半程必 
要です 

•送油経路の空気だまりなどにより、]回で着火 

開 


しないで、自動的に着火を繰り返すことびあり 
ますび異常ではありません。 

始 

初めて使用するとき、煙 
やにおいが出る。 

•耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 


時 

巧]めて使用するとき「コ 

•ポンプ内に空気び混入しているためです。 


トコト」音びする。 

空気び抜ければ静かになります。 


点乂後数秒間 r ボッボッ」 
という音がする。 

•異常ではありません。 


瞬間的に炎び大き<広び 

•送油経路内に空気び入ったとさ発生する現象で 

m 

rm \ 

る。 

あり、異常ではありません。 

点义プラグ、 フレーム □ッド、 
バーナーへッドが赤くなる0 

•炎に熱せられホ熱するためです。 

焼 

炎が赤桓色に輝 <。 

•ブルー炎び最良の燃焼状態ですび、炎色反応に 
より炎び赤精色に輝くためです。 

• 海岸に近い所など空気中に塩分び多いためです。 

• 空気中に浮遊じんび多いためです。 

時 



運転停止後再運転しな 

•運転停止後しばらく たち) (ーナーび冷えますと、 


い。 

すぐ運転開始しないことびあります。ヒーター 

そ 


の予熱中ですので 20-100 砂待ってください。 

の 

窓が白くなる。 

•な油中の成分びガラスに付着するためです。 

他 


異常ではありません。 

暗い時リセットボタンを押 

•定油面器の油切れ検知装置の点滅光です。 

V 

す窓か! 5 赤い光び見える。 

異常ではありません。 ^ 



















定期点巧/巧品交巧のしかた 


•部品交換び必要なとき 

バーナー部、燃焼筒、電磁ポンプ、点火プラグ、給排気筒 OU ング〔4種 D 
(フッ素） P 40] 及び電流ヒューズなど部品交換び必要なときは、お買い 
求めの販売店又は修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管 
理講習会修了者（石油機器技術管理±)など]のいる販売店、又は最寄りのヴ 
ンポット支店-営業所へご連絡ください。 


•定期点検のおずずめ 

長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。2シーズンに]度 
程度、シーズン終了時などに、お買い求めの販売店又は修理資格者〔(財) 
日本石油燃焼機器保守協会 (TEL 03-3499-2928) で行う技術管理講習会 
修了者（石油機器技術管理±)など]のいる店などに点検依頼されること 
をおすすめします。（有料） 



f 呆售（長期巧使用しない場合) 


暖房シーズンが終わった！5次のような手入れをして、設置したままで保管して 
<ださい。 

1. 巧]めに①電源プラグを抜く。 

②油タンクのコックレノ（一を閉じて、ドレン受けの水抜きをする。 
(25 ぺージ参/ぉ） 

• ゴム製送油管を外す場合は、燃料びたれることびあるので注意し 
て < ださい。 

2 . 掃除①対流用送風機ガードを掃除する。 

(24 ページ参照） 

②キャビネット外側の巧れは中性洗剤で;き取る。 


3.保管①ポリ袋をかける。ポリ袋び給排気筒に当たる部分は切込みを入れる。 
•取扱説明書ち一緒にすると紛失しないで済みまず。 


【注意】 

• 特別な理由のない限り、給排気筒から取外して保管することはやめてください。 
取り外した場合の再据付けは、必ずお買求めの販売店又は工事店にご相談、ご 
依頼ください。 

V J 



> 
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仕様 


型式の呼び 

FFR -701 SX ^ 

種 類 

回転霧化式-強制給排気形-強制巧流形 

点火 方式 

電 XI 点火式 

使 用 燃 料 

灯油 ( JIS 1 号灯油） 

燃 焼 状 態 

最大 

最ル 

燃料消費量 

8.13 kW (日. 79 L / h ) 

2.47 kW (0.24 L / h ) 

発熱量（入力） 

29,270 kJ/h 

8,890 kJ/h 

熱 効 率 

86.0% 

86.0% 

暖房 出力 

6.98 kW 

2.12 kW 

外 形 寸 法 

高さ 6] 己 mm 、 幅 726 mm、J 

曼行 3 日 2 mm (置台を含む） 

質 量 

27 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 己 0/60 HZ 

定格消費電力 

最大(点火時） 860/860 W 燃焼時42/4日 W 

待機時消費電力 

1 .0/1.0 W 

給排気筒の型式の呼び 

FWT -6 Z 

給排気筒の呼び径 

□ 40 

給排気筒の壁貫通部の孔径 

70〜80 mm 

排気 温度 

26crc じ(下 

S ス 1 し こ L — X 

7 A (制御基板)、 10 A (電源コード)、4 A ( SW 電源基板） 

安全装置 

対震自動消火装置、過熱防止装置、燃焼制御装置、 

停電安全装置、点火安全装置 

その他の装置 

排気筒外れ検知装置、油切れ検知装置 

附 属 品 

V 

置台、給排気筒セット、抜け止め金具、ホースバンド 
(2 個）、壁固定金具、背面カバーセット、取扱説日月書、 
工事説日月書、保証書、別冊取扱説日月書、所有者票 ^ 
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アフター ヴー ビス 


1 . サービスを依頼される前に 

サービスを依頼される前に27〜31ページ「故障-異常の見分け方と処置方 
法」「修理を依頼される前に」を参照し、もラー度確認してください。 

それでち処置に困るよラな場合には、お買い求めの販売店、又は最寄りのヴ 
ンポット支店-営業所へご連絡ください。 

•サービスを依頼されるとさは、次のことをお知らせください。 

① 型式の呼び： FFR -701 SX 、 「製造番号」 

② 現象：異常.故障等詳しく。 

③ご住所、お名前、電話番号④訪問ご希望曰 
•型式の呼びはむかってち側面に表示してありまず。 

2-保証について 

•保証書（別に添付してあります） 

保証書は必ず「お買い上げ曰、販売店名」などの記入をお確かめのうえ、 
販売店から受け取っていたださ、内容をよくお読みのあと大切に保存して 
<ださい。 

保証期間=お買い上げ曰から1年間。 

• 保証期間中の修理は無料で行います。 

ただし、保証期間中であってわ有料となる場合びあります。詳しくは保証 
書に記載の「無料修理規定」をお読み<ださい。 

•無料修理期間経過後の修理については、販売店にご相談<ださい。修理に 
よって性能び維持でさる場合は有料修理いたします。 

3. 補修用性能部品について 

密閉式石油ス I -ーブの補修用性能部品の保有期間は製造打切り後7年です。 

〇補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品で 
す。 

V _ J 
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1 己 0 cm 
iU 上 


(側励 


可燃物 



可燃物 

(:※ ） 6日上の寸法は、不燃材を使用 
ずる場合は3日 cmULb とする。 

(側面） 


ストーブは壁より内に入らないこと 


1日 cm 
• iU 上 


(正面） 

2. 給排気筒の取付け図例 

標準取付寸法 


1.ストーブの据付け図例 

可燃物 




>上図では可燃物までの離隔距離を示していまずび、保守点検や性能維持のた 
め、不燃物などの場合ち上図離隔距離としてください（※部は除く）。 

>給排気筒は室内から屋外にかけて3°の下り勾配で取り付けてください。 


給排気筒を延長ずる場合の注意 


給排気筒を延長する場合は、3 m 3 巧びり(下で取付けられる場所を選定してください。 


積雪地区における注ミ 



積雪び多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪で而さびれないよラな取付場所を選定して<ださい。 
また、風びよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 
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s 


45 cml ； (上 


45 cml ； (上 


お付け-巧設 

据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 


据付けや移設工事は販売店または設置業者に依頼し、お客様ご自身では行わないで<ださい。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


据付けについては火災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準びあります。工事編の「安 
全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付け業者とよくご相談してください。 


壁固定金具 


可燃物^ 


可燃物 


麵 


可燃物 



可燃物 


可燃物 

可燃物 
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据付け後の確認 


据付けび終わりましたら、ちう一度、工事編の「安全のために必ずお守りくだ 
さい」をお読みになり、工事編に記載されているとおり据付けられているかど 
ラか確認してください。 



:運転 


試運乾は、販売店または、据付け業をと一緒に必ず行ってくださし、。 
1 • 運転準備 

① 油タンクに灯油び給油されているか確認してください。 

② 油タンクおよび本体各部に油われびないことを確認してください。 

③ 油タンクのコックび開になっているか確認してください。 

④ 電源プラグはさちんと専用コンセントに差込まれているか確認してください。 
⑥定油面器のリセットボタンを2〜3回押してください。 

⑥全てのランプび点滅しています。運転スイッチを押し「入」から「切」に 

してください。（全てのランプび消灯し点火び可能となります。） 

〇 彈 お 

® 運転スイッチを押してください。（運転ランプび点なします。） 

②運転ランプび点灯し、約100秒で自動点火し、点火後約1分で自動運転 
又は設定火力になりまず。 

•点火しない場合は、燃料びでていないので、次の処置を行ってください。 

① 再度運転操作を行う。 

② 定油面器の U セットボタンを軽く2〜3回押し下げてください。 （13 ページ参 
照） 

③ コックレバーび「開」になっているか確認してください。 

④ 油タンクを持ち上げて送油経路の空気抜きをしてください。 

•点火初期-消火時に、熱膨張-収縮により金属のさしみ音などび発生する 

ことびありまずび、異常ではありません。 

•初めて使用するとさホい大さな火びガラス越しに映りますび、送油管内の 
空気び抜ける現象ですので異常ではありません。 

•正常運転の目安 

① 点乂操作後約100秒で自動点火する。 

② 設定スイッチを 「 Lo 」 から 「H u にしても異常燃焼しない。 

3 "肖ゾ/のモ JIIF 

① 運転スイッチを押し「切」にしてください。（運転ランプび消なします。） 

② 瞬時に消火し、約4分30秒で燃焼用送風機び停止します。 

上の項目で異常びなければ正常に運転していまず。 


お手入れ•その他 
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事編 


設置工事の前に、この工事編をよ < お読みのうえ正し < 据付けて < ださい。 


まをのために化ずお守0 <だをい 


■ここに示した事項は，么警告么注意に区分していまず。 


A 警告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具合によって 
使用者び死 t 、 重傷を負う可能性、または乂災の可能性び想定される内容を示してしぶず。 

A 注意 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具合によって 
使用者び傷害を負う可能性や物的損害の発生び想定される内容を示してしぶず。 


■イラスト（まんび）の横にある記号は次のことを表していまず。 



禁止（してはいけないこと）を表わしていまず。 

〇 

指示（必ず実施していただくこと）を表わしていまず。 


么警告 


1. 据付けや移設は、販売店又は据付業をが巧って 
<ださい。 

•お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感電や乂災の原因にな 
りまず。 

V_ ノ 




2. 据付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる技術 
基準など法令の基準を守って巧ってください。 

\_ y 
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4. 排気筒(給排気筒)を確実に接続 


• 排気筒(給排気筒)を確実に接続し、 
しっかりと固定してください。 

風、振動、衝撃などで外れたりずる 
と運輯中に排ガスび室内に漏れて、 



を険でず。 




5. 給排気筒トップは閱そくしない場巧に設置 


•積雪が多いときに給排気筒トップ 
の周りび雪でふさびれない場所に 
設置してください。 

また、板などによる「雪囲い」は 
給排気の巧ばになるのでおやめく 
ださい。 

運輯中に排ガスび室内に漏れてを 
険でず。 






么ま意 


1. 巧の場所には据付けない 

乂災や予想しない事故の原因になりまず。 

(1) 水平でない場所、不安定な場所 

(2) 不安定な物をのせた棚などの下 

(3) 可燃性ガスの発生ずる場所または 
たまる場所 

(4) 付近に燃えやずいものびある場所 
(日）階段、避難□などの付近で避難の 

支障となる場所 

(6) 温室、飼育室など人のいない場所 

(7) 標高1，200 m LU 上の高地 

\_ ノ 
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(正風 


2. 給排気筒の取付け図例 
標準取付寸法 

可燃物 


(側励 


可燃物 


㈱ 

60 cm _ LU 上の寸法は、 


物 




45 cmlU 上 


45 cmlU 上 



(正励 


(側励 


•ストーブ本体は附属された置台の上に据付けてください。 

•上図では可燃物までの離隔距離を示していまずび、保守点検や性能維 
持のため、不燃物などの場合も上図離隔距離としてください（※部は 
除く ）。 

• 給排気筒は室内か5屋外にかけて式の下り勾配で取り付けてくださし、。 


1 己 0 cm 
iU 上 


2. 可 I 燃物との距離を離ず 

ストーブ本体や給排気筒から周囲の可燃物までの 
離隔距離は下図のようにして < ださい。 

【標準据付け例】 

1.ス I -ーブの据付け図例 


〇 


ストーブは壁より内に入らないこと 

品。;;鄙 10 cm 


可燃物 



15 cin じ(上 

，• 

2 日 cm 1 3 日 cm 

上 


必上 li 


可燃物 

可燃物 


壁固定金具 
可燃物 




可燃物 
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3. 油タンクとの距離を離ず 

(1) 油タンクは機器より 2 mliLb 離して据付けるか、防乂上有効な遮へいを 
設けてください。 

ゴム製送油管じ(外（ビニールホースなど）は使用しないでください。 

(2) 据置式の油タンクは、不燃材 
の床上に据付けてください。 

たたみ-じゆうたんなどの上 
には据付けないでください。 


Vs _ y 


2 m が■上 



4. ゴム製送油管の屋外使用禁止 

• ゴム製送油管を屋外では使用しないでください。 

ひび割れを生じて油漏れの原因になりまず。 

屋外部分および埋設部分は J 同管(外径8 mm 、 肉厚 0.6 mmLU 上） 
を使用してください。 


0 


5. 排気筒(給排気筒)の点検 

•据付けび終った!5、もう一度点検してください。 

次のような取付けは、危険であったり、不完全燃焼をおこず 
おそれびあるので、必ず修正してください。 
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5. 給排気筒トップと開口部（窓な 
ど）との距離が離れていること。 

阁 図 



6. 給排気筒トップ付近の危険物 
近接禁止 



0 


7. 給排気筒トップと上方不燃物 
との距離は30 cmLU 上離ず 


可燃材の許される範囲 



地面、スラブ面など 


逆位： cm) 




その他 

• 給排気筒は集合煙突には絶対に取付けないでください。 

•人通りの激しいところや、雪や風の吹きだまりになるよ 
うな場所、ツララの真下になるようなところには取付け1 V ) 
なぃでくださぃ。 



> 


41 























































































閒こん 


1 . 開こんの際の注意事項 

ダンボール箱からス I -ーブを取り出しましたら、ダンボール、テープなどの 
包装材を取除いてください。 

2. 附属品一覽表 

♦附属品として次のちのび用意されていますので確認して<ださい。 


名称 

個 

数 

略図 

用 途 

置 台 

1 

ク 

本体の下に敷さます。 

給排気筒 

1 


壁又は窓に取付け、給排気 
に使用します。 

ス ペーヴー 

1 

★ 


室外フランジと給排気筒の 
間に使用します。 

室 外 

フランジ 

1 

★ 

§ 

外壁.外パツキンと給排気 
筒-スペーヴーの間に使用 
します。 

外パッキン 

1 

★ 

§ 

外壁と室外フランジの間に 
使用します。 

室 内 

フランジ 

1 

★ 

@ 

給排気筒を壁に固定します。 

內パッキン 

1 

★ 


室内フランジと内壁の間に 
使用します。 

壁固定金具 
A 

1 


本体と壁を固定します。 

煙側） 

壁固定金具 
己 

1 


本体と壁を固定します。 
(本体側） 

送油 ホース 
バンド 

2 


3ム製送油管を固定します。 

脚カバー 

2 

一 

本体と置台を固定します。 

給気 ホース 

1 

J 

ストーブ（給気口）と給排気 
筒（給気口）を接続します。 
(本体に取付けてあります） 

給気 ホース 
バンド 

2 


給気ホースを固定します。 

(1 個は本体に取付けてあ 
ります） 

L 形 

排気継手 

1 


ストーブほ自気口）と給排気 
筒頒自気口）を接続します。 
体体に取付けてあります） 

抜け止め 
金 具 

1 

嗓 

L 形排気継手の抜け止めに 
使用します。 

排気筒断熱 
カ バー 

1 


L 形排気継手にかぶせます。 

排気筒 
固定金具 

1 


L 形排気継手をス1-ーブに 
固定します。 

(本体に取付けてあります） 

★ EP のものは給排気筒に取付けてあります。 


名称 

個 

数 

略図 

用 途 

取付ねじ 
(ボルト） 

2 


壁固定金具 A 、 目を固定し 
ます。 

取付ねじ 

1 


壁固定金具を固定します。 

取付ねじ 
(ステンレス） 

3 

が 

給扫扇筒を壁に固定します。 

]- ド固就じ 
(ボルト） 

1 


排気管外れ検知用のコード 
を固定します。 

取付ねじ 
(黒） 

2 


L 形金具を背面カバー上に 
固定します。 

取付ねじ 

1 

cr 

室温センサーを壁に固定す 
るときに使用します。 

取付ねじ 
(銀） 

4 


脚カバーを固定します。 

背面 カバー 
ち 

1 


本体の背面に取付けます。 

背面 カバー 
左 

1 


本体の背面に取付けます。 

背面 カバー 
上 

1 

1 み 

本体の背面に取付けます。 

化粧ねじ 

2 

喔 P 

背面カバー上を固定します。 

L 形金具 

1 

& 

背面カバー上に取付けます。 

取扱説明書 

(本紙） 

1 

な 

機器の取扱いについて記載 
してあります。 

工事説明書 

1 


機器の工事方法について記 
載してあります。 

保証書 

1 

み 

機器の保証内容について記 
載してあります。 

別 冊 

取扱説明書 

1 

な 

点検制度について記載して 
あ 0 ます。 

所有者票 

1 

な 

お客様の情報を当社にお知 
らせ頂くための書面です。 


V_ y 
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お付け 


据付け場所の選定 


1.効果的に使用ずるために 
♦ 冷たいが気に接ずる窓ぎわや壁側に据 
付けると、冷気び暖められて巧流しま 
ずので効果的でず。 

•ストーブ前方に障害物びあると、部屋 
の温度にむ!5びできる原因になりまず。 



2. 電気配線 

電源は一般家庭用100ボルトです。必ず専用コンセントを使用してくださし、 
電源コードび排気筒など高温部に触れないようにを意して<ださい。 


据付け方法 


1 . 設置場所の確認 

• 水平で丈夫な床面に設置して < ださい。 
水平でないと不完全燃焼したり、点火 
しないことびあります。 

2-置台の取付け 

①置台金具に製品を差し込みます。 


②脚カバーをねじ2本(左ち）で固定 
しまず。 


3. 油タンク（別販品）の組立てと据付け 

①組立て 

添付の組立方法に従ってください。 

⑥器具との落差 

油タンクは、油タンクの油面びス I -ーブ設置床面より 30 cmiU 上内 
の高さになるよラに据付けてください。 

⑨油タンクの据付けについて 

各地の火災予防条例に従って < ださい。 
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4. ゴム製送油管の取付け方 

① ゴム製送油管を油タンクの送油コック 
の接続部に十分差込んでホースバンド 
で固く締付けてください。 

② 本体の接続部に取付けてあるキャップ 
を外し、ゴム製送油管を十分差込んで 
ホースバンドで固く締付けてください。 


③ゴム製送油管の途中び油タンクの送油 
コック部より高くならないようにして 
ください。ゴム製送油管の空気づまり 
で燃料び定油面器に流出しないことび 
あります。このようなとさには油タン 
クを持ち上げてみるとか、ゴム製送油 
管を振ってみるとかしてください。 
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高地または延長給排気筒で使用の場台の調節 


標高び 400 m 未満で標準設置（本体附属品だけで 
の設置）の場合は、この調節は不要です。それ 
外では、下記の調節を必ず行ってください。 

•電源プラグをコンセント （ AC 100 V ) に差し込 
んで < ださい。 

• 据付場所の標高に合わせた高地設定と給排気延 
長条件に合わせた延長設定を次の方法で合わせ®\ 
て < ださい。 

① 操作切替スイッチ®を押したまま®^ 

一©のスイッチを順次押してください。 

操作スイッチ®を離してください。 

② 表部に, S * U と U の表び出ます。 

(パは標高、 ，5 は延長を示します） 


高地調節 

©の@を押すと, S ' U 一/一, f 一与' 
と上びり、◎の回を押すと, V 与*一 
£' 一/一/7 と下びります。 


〇運転入/の 



現 S 室温設定室温 

午前 


午後 



〇温度表示操作の誓 
〇タイ 7 —設定 
〇時計合わせ 



延長調節 

◎の®を押すと,与/7 一/一, f と上 
びり、爲の漫^を押すととピ ー/一 
/7と下びります。 


据付場所の標高 

高地設定 

〇〜 400 m 未満 

H 0 

〜 700 m 

H 1 

〜 900 m 

H 2 

〜] 2日 Om 

H 3 


給排気延長条件 

延長設定 

標準設置 

E 0 

排気延長 2.0 m 未満 

E 1 

2.0 〜 3.0 m じ(下 

E 2 


ま）排気延長は排気エルボを追加した 
ま） • 工場出荷時の設定は H 0 E 0 です。 場合も含まれます。 

•高地-延長設定の番号び大さい程、燃焼用送風機の回転数び高くなります。 

調節例：標高 己日日 m で給排気延長 日. 5 m 、 排気 エ ルボ]個追加の場合、標高-延長 
設定は, S ' / ,5 /にセットします。 

③ 操作切替スイッチ®を再度押ずと調節完了です。 

調節び判らなくなった場合、再度電源プラグをコンセントに入れ直し最初から 
行ってくださし V 

④ 燃焼の確認： 

点乂、 Lo 燃焼、 Hi 燃焼、消乂、再点火を行い異常び無い事を確認してください。 
上記設定は目安です。下記の現象の場合は再度空気量調節を行ってください。 
着火遅れび確認された場合、高地または延長設定のいずれかを1設定下げます。 
(例：, S ' ゴー C ') 

Hi 燃焼時イエ□ーチップび確認された場合、高地または延長設定のいずれかを 
1設定上げます。（例：,5 《一,？） 


45 




































































背面 カバーの 取付け 


背面カバーの取付方法 


>背面カバーをス I -ーブ本体へ取付ける際はス I -ーブ本体裏板を固定している 
ねじ4本と附属の化粧ねじ2本と附属の取付ねじ（黒）2本を使用します。 


(1) ス I -ーブ本体裏板を固定している 
ねじ4本を緩め、ねじ頭部とスト 
ーブ本体裏板に3〜4 mm のすさ間 
をあけて < ださい。 

3〜4 m m 

(2) 背面カバーち-左を （1) で緩めたね 

じにひつ掛けてください。 及る篇) 

(3) 緩めたねじ4本を締め付け、背面 
カバーち•左をストーブ本体に固 
定してください。 


背面 カバー 左 


背面 カバーち 



(4) 背面カバー上に L 形金具を取付ね 
じ（黒）2本で固定してください。 

L 形金具はス I -ーブ本体前面から 
見て左側となるよラに取付けてく 
ださい。 

また L 形金具の向さはイラストと 
同じ向さになるように取付けてく 
ださい。 

(己)背面カバー上を化粧ねじ2本を使 
用して、背面カバーち•左に固定 
して < ださい。 



ねじ頭部をだる 
ま形の穴に通す 

背面カバー\ 
ち•左 



ス トーブ本体裏板 


だるま形の穴を 
利用し、背面力 
バーち • 左をね 
じに挂卜ける 


背面 カバー上 


化粧ねじ 



取付ねじ(黒） 


L 形金具 
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室温センサーの取付け 


製品背面にある室温センサーの取付けを行つ 
て < ださい。 

(1) 背面カバー(ち）に取付けてください。 

(2) 取付方法は、まず室温センサーのコード 
を伸ばして < ださい。 

(3) 背面カバー（ち）の^形の穴に室温セン 
ヴーを差し込んだあと、反対側のつめを 
□ 形の穴に差し込んでください。 


《快適な室温制御をわっため、室温センヴー室温センヴ-位置 
の取付けは必ず行ってください。 

《室温センサーは直射日光、ス I -一 つ'の!ふく 
射、すさま風のあたる位置では正しく動作 
しません。 

《室温センサーのコードび排気管に店\れない 
よラにして < ださい。 



室温センサー 

のて P 穴に差し込む 
③こつ穴に差し込む 



背固—カバー 


製品本体の裏板 


延長配管をずる場台の取付方法 


(1) 背面カバー左•ち-上いずれかの配管用 
穴を、こッパーで切り取り穴を開けて< 
ださい。 

(2) 開けた穴に延長配管を通してください。 
※配管を通す際は、こッパーの切り残し 

にを意して作業してください。 

《背面カバー（ち）の配管用穴を使用する 
場合には、室温センサーを製品後方の喊 
壁などに移動してください。室温セン 
ヴーは附属のねじで固定してください。 

《背面カバー上を通ず場合は〇印の6力 
所をこッノ くで切り取ってください。 





延長排気管 
延長給気管 


室温センサー 
取付推奨範囲 
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給が気筒の取付け 


使用ずる給排気筒 


給排気筒は、ス I -ーブに取付けてあるちのか、または当社指定のちのを使用し 
て < ださい。 

•基本セツト（附属品） 


① 

給排気筒 A 

② 

給排気筒目 

③ 

スぺ ヴ 

④ 

室外フランジ 

⑥ 

外パッキン 

⑥ 

室内フランジ 

⑦ 

内パッキン 

⑧ 

給気ホース 

⑨ 

ホースバンドに個） 

⑩ 

L 形排気継手 

⑩ 

断熱カバー 

⑩ 

抜け止め金具 



48 






















給排気筒の工事方法とその注意 


1 - 給排気筒の工事方法とその注意 

① 附属の設置説明書の型紙をあてて、穴あけ位置及び壁固定金具取付位置へ 
キ IJ 等で印を付ける。 

② 印を付けた位置に直径7〜 8 cm の穴をあける。 


•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤ 
ラス張りまたは金属板張りをしてある所に 
給排気筒を通す時は、それらの金属部に接 
しないように電気的絶縁をしてください。 
•壁に穴をあける場合、壁の内部にある電気 
配線-ガス-水道の配管にあたらない場所 
を選んでください。 

③印を付けた位置に壁固定金具 A をねじで 
固定する。 

•壁の材質により下記のように取り付けて 
<ださい。 

木または厚い合ホ反の壁 

木または厚い合板の壁に固定する場合は、 
附属の壁固定金具を用いて、ねじで直接固 
定してください。 


接着了ープ 




モルタルまたはコンクリートの壁 

モルタルまたはコンクリートの壁に固定す 
る場合は、市販のオールプラグを使用して 
<ださい。 

ねじを締める位置に外径6 mm のド IJ ルで壁 
に穴をあけオールプラグを八ンマーで壁面 
からでないよラに打ち込みます。 

オールプラグを打ち込んだ後、附属の壁固 
定金具を用いて、ねじで固定してください。 

石實ボードまたは薄い合板の壁 

石實ボードまたは薄い合板などの中空壁に 
固定ずる場合は中空壁用プラグ(市販品）を 
使用してください。 
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ねじを締める位置に中空壁用プラグで指定 
された穴をあけプラグを差し送んで<ださ 
い。 

入りにくい場合は、八ン マーで 軽くたたい 
て壁面からでないよラに打ち込みます。 
中空壁用プラグを差し込んだあと、附属の 
壁固定金具を用いてねじで固定してくださ 
し^。 

±壁、しっくい壁 

±壁またはしっくい壁に固定ずる場合は、 
壁にそえ木をして、ねじで直接附属の壁固 
定金具をそえ木に固定してください。 



④本体裏側のねじを外し壁固定金具目をね 
じで固定する。 


⑥壁穴に給排気筒目を差し込み、「上」の文 
字び上になるようにして、3本のねじで 
壁に固定する。 


⑥給気ホースの一方を本体の給気□に（あ 
らかじめ本体に取付けてあります）、ち 
う一方を給排気筒の給気□に接続し、 
ホースバンドで締付ける。 




⑦ L 形排気継手に断熱カノ く一をかぶせる。 
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⑧ 本体背面についている白いコード（排気 
筒がれ検知用）の先端を一番短かいねじ 
で附属の抜け止め金具に固定ずる。 
誤作動を防止ずるため、しっかりと締付 
けて < ださい。 

⑨ 排気筒外れ検知用の白いコードは、電源 

コードをたばねているビニタイで給気ホ 
ースに固定して < ださい。 

⑩ 本体をずらしなびら給排気筒の排気□に 
L 形排気継手を接続し、巧け止め金具を 

差し込む。 


白いコード 




(注意） 

•必ず、断熱カバーの下に抜け止め金具を取り付けて<ださい。 

•排気筒外れ検知用のコードび L 形排気継手に触れないようにしてくださし、。 


⑩壁固定金具 A と壁固定金具目を2本のね 
じ（ボルト）で固定する。 



⑩屋外からスペーヴー-室外フランジ（外 
パッキン含む）をはさむように給排気筒 A 
を差し込み、外壁に固定ずる。 

固定した時「上」の文字び上になるよラ 
にする。また、スペーヴーと室外フラン 
ジの継ざ部にすさ間や段差び無いよラに 
する。 

ま）附属の外パッキンで壁との密着び完 
全でなく、雨水び壁内へ入る恐れの 
ある場合は市販のシール剤（シ U コ 
ン系は禁止）で室外フランジと壁と 
の間をシールしてください。 



※壁厚び11〜14 cm までは、スペーヴーを 
使用してください。 

※壁厚び 14-26 cm の場合は、スぺーヴー 
は使用しません。 


51 









⑩次の 3 点を確認する。 

(1) 給排気筒 A を屋外から軽く引張り、抜けないこと。 

(2) 給排気筒先端へ向って下びり勾配になっていること。 

(3) 試運転を行い、異常びないこと。 

■給気筒の角度変更 

ねじ3本で給気筒の角度び変えられます。 

角度を変更する場合は下記に注意しておこなってください。 

(1) 給気筒にコードびかまれないよラにを意してください。 

(2) 給気筒とパッキンに隙間びないことを確認してください。 

(3) 取り外したねじを必ず使用してください。 

1 Omm じ(上の長いねじを使用するとねじびファンに当りファンび回らなく 
なります。 


パツキン 



延長セツトを使用した取付けかた 


延長セットを使用したときは、4己ページの高地または延長給排気筒で使用の場合 
の調節に従って空気量調整を行ってください。 

基本セットで取付けでさない場合は、延長取付けちでさまず。 

下の項目を確認の上、延長工事を行って<ださい。 

(1) 給排気筒取付け位置は床面より上のこと。 

(2) 巧びり数び排気、給気それぞれ3ヶ所 m 下のこと（本体出□の巧びりは含 
み、給排気筒内部の巧びりは含まない)。 

延長長さび排気、給気それぞれ 3 m iU 下のこと。 

(3) 延長時の排気-給気のそれぞれの巧びり数、長さは同じであること。 

(4) 排気筒び床下や天井裏を通らないこと。 

V_ J 


一日2— 















I 式運面 


試運転は、使用者とご一緒に必ず巧ってください。 

試運転の方法については、取扱編の36ページを参照してください。 

V_ J 


巧棄ずるとをのを意 


ストーブを廃棄ずるときは、必ず： a 油を抜いてください。 

リヴイクルの支障となりまず。 

__ 
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MEMO 


MEMO 


MEMO 


f ] サシポ！！ iKMi 巧を巧 


お客様相談窓 □ (受付時間：平日午前9時から午後已時まで；! 
00198-37-1177 FAX .0198-37-1 192 


札幌支店 

〒〇目 5-0042 

札幌市東区本お练1 0 T 目1蚕2已号 

巧01 1-78 日-1211 

FAX .011-782-8262 

訓路営業所 

干 085-0051 

卸脇市光陽町旧番1号 

巧01日 4-22 -日821 

FAX .015432-2289 

帯広営業所 

干 080-0801 

帯 Em 東1条南2己 T 目12番地 

巧01日日- 22-133 日 

FAX .0155-28-2266 

旭川営業所 

干 078-8237 

旭川市豊岡7条 6 T 目目番10号 

な016目- 34-863 目 

FAX .01 目目- 39-2157 

函館営業所 

干041 -0851 

函館市本通 4 T 目17番2日号 

00138-53-2583 

FAX .0138-33-2 旧0 

仙台営業所 

干 983-0034 

仙台市宮酒区扇お 4 T 目2番40号 

巧 022-236-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

干9目 3-8041 

郡山市富田お字音路1翻109 

0024-962-9288 

FAX .024-962-9266 

青森営業所 

干 030-01 31 

青森市問屋お 2 T 目18番18号 

巧 017-738-4141 

FAX .017-738-5354 

秋田営業所 

干01 0-09 14 

秋田市保戸野千代田の1日番17号 

0018-824-3421 

FAX .018-824-3423 

岩手営業所 

干02已 -0301 

花巻市化湯□第2地割1番地26 

巧 0198-37-1 138 

FAX .0198-37-1 旧8 

首都圏営業所 

干3已 2-0001 

新座市東北 2 T 目24番3号 

0048-471-8420 

FAX .0 48470 -1141 

信越営業所 

干3引 -0031 

鄙市大字西尾弓鼠 m 114番地己 

巧 026-252-6161 

FAX .026-252-6162 

化関東営業所 

干321 -0942 

宇都宮市峰 2 T 目已番9号 

巧 028-63 日-77日日 

FAX .028 -朗 1-22 日日 

大阪営業所 

〒已目 4-00 已3 

吹田市江の木お1 8-27 

巧 06-6337-3211 

FAX .06-6337-3212 

富山営業所 

干 939-821 2 

富山市掛尾お479翻4 

巧07目- 420-2677 

FAX .076420-2238 

サンポッ ト エンジニア U ング株式会社 



サービス 部 

〒〇目 5-0042 

札幌市東区本ぉ媒1町目1番2己号 

〇01 1-785-1201 

FAX .011-780-2338 

仙台ヴ-ビスセンタ- 

干983,0034 

仙台市宮«1?区扇町 4 T 目2蚕40号 

巧 022-232-1479 

FAX .022-238-9843 


サンポツトホームぺージ http://www.sunpot.co.jp/ 


事業所名-住所-電話番号は変更することがあります。あ5かじめ了承願います。 


愛情点検 


•長年ご使用の石油暖房機の点検をぜひ！ 


り 


ご使用の際、 
こんな症状は 
あ0ませんか？ 


•油漏れびある。 

参がガスのにおいびしたり、 
目びチカチカする。 

参運転中異常な音びする。 

参黒煙を出して燃える。 
♦その他の異常や故障びある。 



このよラな場合、事故防止のため使用をせずス 
イッチを切りコンセントか5差し込みプラグを 
じイち用 巧いて、必ずお巧めの販売店または石油機器技 

t ^ 術管理±や点検整備±に、点検修理をご相談く 

ださい。ご自分での修理はを険な場合がありま 
ずか5、絶み1な5さないでください。 


ご購入(据付)年月日 

年月 曰 

ご購入店名 


TEL 


再生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


324000 3] 700 
9642 






















